
2026年８月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2026年10月13日

上 場 会 社 名 フェスタリアホールディングス株式会社 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 2736 URL https://www.festaria.jp/
代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)貞松 隆弥
問合せ先責任者 (役職名) 常務取締役 (氏名)姉川 清司 (TEL)03-6633-6869
定時株主総会開催予定日 2026年11月26日 配当支払開始予定日 2026年11月27日
有価証券報告書提出予定日 2026年11月25日
決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家・証券アナリスト向け ）

(百万円未満切捨て)
１．2026年８月期の連結業績（2025年９月１日～2026年８月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年８月期 10,315 9.7 239 △17.2 270 △5.1 113 △35.7

2025年８月期 9,403 1.0 289 7.0 284 25.8 176 26.9
(注) 包括利益 2026年８月期 172百万円( 19.1％) 2025年８月期 145百万円( △1.1％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年８月期 31.70 30.11 6.7 3.5 2.3

2025年８月期 49.48 47.08 11.3 3.9 3.1
(参考) 持分法投資損益 2026年８月期 －百万円 2025年８月期 －百万円

当社は、2025年３月１日付で普通株式１株につき、３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「1株当たり当期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり当期
純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年８月期 8,241 1,819 21.6 496.89

2025年８月期 7,189 1,664 22.6 455.38
(参考) 自己資本 2026年８月期 1,781百万円 2025年８月期 1,626百万円

当社は、2025年３月１日付で普通株式１株につき、３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「1株当たり純資産」を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年８月期 △594 △322 1,202 1,475

2025年８月期 399 △291 △137 1,143

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年８月期 － 0.00 － 7.00 7.00 25 14.1 0.8

2026年８月期 － 0.00 － 7.00 7.00 25 22.1 1.5

2027年８月期(予想) － 0.00 － 7.00 7.00 －



３．2027年８月期の連結業績予想（2026年９月１日～2027年８月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,060 1.7 150 147.7 120 94.9 65 38.2 18.16

通 期 10,600 2.8 350 46.0 280 3.6 170 49.8 47.49

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年８月期 3,634,500株 2025年８月期 3,630,600株

② 期末自己株式数 2026年８月期 48,849株 2025年８月期 59,049株

③ 期中平均株式数 2026年８月期 3,579,360株 2025年８月期 3,565,490株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料P.４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果に加え、インバウンド需要が堅

調に推移したことなどを背景に、全体として緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、物価上昇の長期化が

個人消費の下押し要因となったほか、中東情勢をはじめとする地政学リスクや米国の通商政策の動向、為替・金融

資本市場の変動など、国内外の不確実性は依然として高く、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが属する宝飾業界におきましては、インバウンド需要や富裕層を中心とした高額品需要が引き続き

底堅く推移した一方で、物価上昇の長期化による生活防衛意識の高まりや消費の二極化を背景に、消費者の選別姿

勢は一層強まっております。また、金・プラチナをはじめとする地金価格の高騰に加え、人件費や物流費等の上昇

が収益を圧迫するなど、引き続き厳しい事業環境が続いております。

このような環境のもと、当社グループは、ジュエリーを通じて人と人の絆を深め、世代を超えて受け継がれる価

値を届けることを使命とする企業理念「ビジュドファミーユ（家族の宝石）」の実現に向け、「精神価値No.1のSPA

企業」から「想いを未来につなぐコミュニティ企業」への変革を掲げた中期経営計画「festaria 2030」を推進して

おります。2026年８月期はその初年度として、「戦略的人材育成による組織力向上」「強みを活かしたCRMの深化・

実践」「コミュニティ基盤を支えるDXの推進」を重点方針に掲げ、グループ一体となって各種施策に取り組んでま

いりました。

これらの取り組みの結果、国内事業における店舗売上高は、令和８年熊本地震による一部店舗の休業や、大型催

事において天候不順の影響を受けたものの、主力商品「Wish upon a star®」を中心としたブライダル関連商品の販

売拡大に加え、定番商品や地金商品の販売が堅調に推移したことから、前期比8.1％の増収となりました。また、店

舗人材の採用・育成強化およびCRM戦略の推進等により、一人当たり売上高は前期比5.3％増と伸長いたしました。

店舗政策では、当連結会計年度に国内６店舗を出店、５店舗を閉店（商業施設リニューアル工事のため一時閉店

含む）した結果、国内店舗数は前期末比１店舗増の76店舗となりました。また、令和８年熊本地震の影響により３

店舗が臨時休業となりましたが、８月３日にアミュプラザくまもと店、８月５日にゆめタウン光の森店がそれぞれ

営業を再開いたしました。なお、イオンモール熊本店については、現時点で営業再開の見通しが立っていないこと

に加え、商業施設側からの要請を踏まえ、賃貸借契約を解除し、退店する方針としております。

ECビジネスでは、OMO戦略支援ツール「スタッフDX」の活用による店舗スタッフからの情報発信強化に加え、他社

モールでの販売が好調に推移したことから、EC売上高は前期比42.5％増となりました。また、2026年５月には、基

幹ブランド「festaria bijou SOPHIA」の20周年を記念し、ファッションEC「ZOZOTOWN」へ新規出店するなど、販売

チャネルの拡充を進めました。

富裕層ビジネスでは、資産性・希少性を軸とした商品提案を強化するとともに、百貨店外商イベントへの積極的

な参画や金融機関のウェルスマネジメント部門との連携を通じて顧客基盤の拡充を進めた結果、売上高は前期比

36.7％増と大きく伸長いたしました。

売上総利益については、金・プラチナをはじめとする地金価格の高騰により売上原価が上昇し、特に上半期にお

いて売上総利益率が大きく低下いたしました。一方、原材料の調達体制の見直しや価格改定等の対策を進めた結果、

６月以降は売上総利益率が改善傾向で推移したものの、通期の売上総利益率は前期比2.5ポイントの低下となりまし

た。なお、国内店舗売上高をはじめとする増収効果により、売上総利益は前期比4.7％増となりました。

原材料価格の上昇を見据え、前期末に金素材を戦略的に調達したことで、金価格上昇による売上原価への影響を

一定程度抑制することができました。一方、上半期においては、販売が好調に推移したブライダル商品の主原材料

であるプラチナ素材を十分に確保できなかったことに加え、急激な地金価格の上昇に対して価格改定が十分に追い

つかなかったことなどが、売上総利益率の低下要因となりました。これらの課題を踏まえ、原材料調達や価格戦略

の見直しを進めたことで、下半期後半には収益性の改善が進みました。

販売費及び一般管理費は、人材確保・定着に向けた施策の強化に伴う人件費の増加に加え、催事強化や各種販促

施策の拡充による販売費の増加、さらに、2026年３月に予定していた新基幹システムの稼働が同年９月に延期され

たことに伴う追加外注費や、旧システムとの並行運用によるシステム関連費用の増加等により、前期比6.6％増とな

りました。

海外事業では、台湾子会社において売上高は堅調に推移したものの、原材料価格の高騰に伴う売上総利益率の低

下に加え、今後の成長に向けた投資負担が増加したことから、増収減益となりました。

ベトナム子会社D&Q JEWELLRY Co., Ltdでは、品質向上に向けた継続的な取り組みが奏功し、伊勢丹との共同開発



フェスタリアホールディングス株式会社(2736) 2026年８月期 決算短信

3

コレクションの実績等を背景に外部受注が順調に推移するなど、グループ業績に大きく寄与いたしました。また、

2026年５月には創業20周年を迎え、現地ハイフォン市において記念式典を開催いたしました。

また、当連結会計年度においては、原材料価格の急激な高騰に加え、原材料の調達や価格改定のタイミングが収

益性に大きく影響したことを踏まえ、地金（インゴット）を価格変動リスクに対応する戦略資産として位置付け、

安定調達と収益性の向上を両立する調達体制への転換を進めております。あわせて、営業キャッシュ・フローやフ

リー・キャッシュ・フローに加え、インゴットを時価評価した当社独自の「実質キャッシュ・フロー」を新たな経

営指標として導入し、キャッシュ創出力および資本効率の向上に取り組んでおります。

なお、ベトナム子会社D&Q JEWELLRY Co., Ltdにおいて、2021年度から2024年度までの４事業年度を対象とした税

務調査が実施され、移転価格税制に関するベトナム税務当局の指摘を踏まえ、修正申告および追加納付を行ったこ

とから、過年度法人税等63百万円を計上いたしました。これが親会社株主に帰属する当期純利益の減少要因となり

ました。本件については、二重課税の解消に向け、日本の税務当局への必要な手続きを検討しております。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの業績は、売上高10,315百万円（前期比9.7％増）、営業利益

239百万円（前期比17.2％減）、経常利益270百万円（前期比5.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益113百万

円（前期比35.7％減）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産の部は、前期末に比べて1,052百万円（14.6％）増加して、8,241百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が331百万円、無形固定資産が92百万円、有形固定資産が87百万円それぞれ増加したこと

に加え、金・プラチナの相場変動リスクを見据え、約半年分を目安に地金素材（金・プラチナのインゴット）を戦

略的に確保したことにより、原材料及び貯蔵品が474百万円増加したことによるものであります。

当連結会計年度末の負債の部は、前期末に比べて897百万円（16.2％）増加して、6,422百万円となりました。こ

れは主に、中小受託取引適正化法（通称：取適法）への対応に伴う支払サイトの短縮等により、支払手形及び買掛

金が356百万円減少した一方、借入金が1,248百万円増加したことによるものであります。

当連結会計年度末の純資産の部は、前期末に比べて155百万円（9.3％）増加して1,819百万円となりました。これ

は主に、利益剰余金が88百万円、為替換算調整勘定が53百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は21.6％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において営業活動によるキャッシュ・フローは594百万円の支出となりました。これは主に、税金

等調整前当期純利益261百万円、減価償却費216百万円を計上した一方、金・プラチナの相場変動リスクを見据えた

地金素材の戦略的な在庫確保等により棚卸資産が407百万円増加したほか、その他流動資産の増加126百万円、その

他流動負債の減少57百万円、法人税等の支払額22百万円、過年度法人税等の支払額63百万円に加え、取適法への対

応に伴う支払サイトの短縮等により仕入債務が361百万円減少したことなどによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において投資活動によるキャッシュ・フローは322百万円の支出となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出が191百万円、無形固定資産の取得による支出が101百万円あったことによるものであり

ます。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において財務活動によるキャッシュ・フローは1,202百万円の収入となりました。これは主に、長

期借入れの返済が1,001百万円あったものの、短期借入金の増加が1,300百万円、長期借入の調達による収入が950百

万円あったことによるものであります。

その結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は1,475百万円（前連結会計年度末は1,143百万円）とな

りました。

（４）今後の見通し

宝飾業界においては、金・プラチナをはじめとする地金価格の高騰や為替変動、物価上昇、人手不足に伴う人件

費の増加など、事業環境の変化が一層加速しております。一方で、株価や資産価格の上昇を背景とした富裕層を中

心とする高額品需要は底堅く、ブライダル需要や資産性を意識したジュエリーへの関心も継続していることから、

国内宝飾品市場は緩やかな成長が期待されます。

消費者の価値観や購買行動も変化しており、価格や商品の機能だけでなく、希少性や資産性、ブランドの世界観、

パーソナライズされた顧客体験など、一人ひとりの価値観に即した付加価値がより重視される傾向にあります。ま

た、SNSや動画コンテンツに加え、AI・データ活用の進展により、商品との出会いから購買、アフターサービスまで

顧客接点のデジタル化が一層進み、リアル店舗とデジタルを融合した顧客体験やCRMの高度化が、企業の競争力を左

右する重要な要素となっております。

一方、地金価格の高騰に伴う販売価格の上昇や物価高の長期化を背景に、消費者の節約志向や選別姿勢も強まり、

消費の二極化が一層進展しております。加えて、地政学リスクや為替変動、原材料費・人件費等の上昇によるコス

ト負担も継続しており、機動的な価格戦略や原材料調達、商品・在庫戦略の高度化とともに、顧客一人ひとりとの

関係を深め、付加価値を高めていくことがこれまで以上に求められております。

このような環境のもと、当社グループは、中期経営計画「festaria 2030」の２年目として、初年度の成果と課題

を踏まえ、「CRMの高度化」「商品戦略の強化」「人材力の向上」を重点テーマに掲げ、持続的な成長と収益力の向

上に取り組んでまいります。
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CRMの高度化につきましては、当社の強みであるリレーションシップ・マーケティングをさらに進化させ、顧客名

簿の拡充から顧客育成、LTVの最大化まで一貫したCRM戦略を推進してまいります。「集客・育成・熟成」の各段階

に応じた催事や販促施策を展開するとともに、店舗・ECを横断した顧客接点の拡充を図り、顧客基盤のさらなる強

化につなげてまいります。

商品戦略につきましては、前期に販売が改善した主力商品「Wish upon a star®」の再成長を図るとともに、地金

相場の動向を踏まえた機動的な価格戦略、原材料の戦略的な調達、新素材の開発等を通じて、売上総利益率の改善

に取り組んでまいります。また、需要予測の高度化や在庫の一元管理、サプライチェーンの最適化、リードタイム

の短縮等により在庫回転率を高め、キャッシュ創出力および財務基盤の強化を図ってまいります。

人材面につきましては、「人」こそが価値創造の源泉であるとの考えのもと、採用・育成への投資を継続すると

ともに、CRMを中核とした営業力の強化に向け、お客様の潜在的なニーズを的確に捉え、最適な提案ができる人材の

育成を進めてまいります。また、マネジメント力や専門性の向上、DX推進に対応したリスキリング等を通じて、一

人当たりの生産性向上と組織力の強化を図ってまいります。

これらの成長戦略を支える基盤として、2026年９月より新基幹システムを稼働しております。販売・商品・在

庫・顧客等のデータ活用を高度化し、CRM、商品戦略、サプライチェーンの各施策と連動させることで、業務効率お

よび経営管理の高度化を進めてまいります。

店舗ビジネスでは、中期経営計画で掲げた販売チャネルの多様化に向けた取り組みとして、2026年９月10日に新

業態「+Aiii festaria（アイ フェスタリア）」の１号店をNEWoMan横浜にオープンいたしました。これにより、従

来の百貨店、ショッピングセンター、アウトレットを中心とした店舗展開に加え、これまで十分に展開できていな

かった高感度な駅ビル・ファッションビル市場への進出を実現いたしました。

「Feeling First」をブランドコンセプトに、Z世代・α世代を含む次世代顧客との接点を創出するとともに、SNS

やデジタルマーケティング、CRMを活用した新たなブランド体験や販売モデルの確立に取り組み、その成果や知見を

既存ブランドにも展開することで、グループ全体のブランド価値向上につなげてまいります。

ECビジネスでは、自社ECおよび外部モールを含めたマルチチャネル戦略を推進し、デジタルマーケティングやCRM

施策を通じて、新規顧客の獲得とLTVの向上を図ってまいります。

富裕層ビジネスでは、資産性・希少性の高い商品の提案強化に加え、百貨店外商や金融機関のウェルスマネジメ

ント部門等との連携を深め、顧客基盤のさらなる拡充を進めてまいります。

海外事業では、台湾子会社においてブランド力の向上と収益基盤の強化を図り、アジア市場における小売事業拡

大の足掛かりとしてまいります。また、ベトナム子会社D&Q JEWELLRY Co., Ltdでは、品質・生産性のさらなる向上

を図るとともに、外部受注を含むOEM事業の拡大を推進し、グループの成長に貢献する製造基盤の強化に取り組んで

まいります。

以上の方針により、次期（2027年８月期）の連結業績の見通しにつきましては、売上高10,600百万円、営業利益

350百万円、経常利益280百万円、親会社株主に帰属する当期純利益170百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当連結会計年度
(2026年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,143,341 1,475,094

売掛金 883,332 880,885

商品及び製品 2,652,554 2,641,988

原材料及び貯蔵品 902,344 1,377,278

その他 81,808 198,209

貸倒引当金 △650 △728

流動資産合計 5,662,730 6,572,728

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,305,342 1,460,000

減価償却累計額 △868,561 △964,897

減損損失累計額 △106,183 △96,550

建物及び構築物（純額） 330,597 398,551

機械装置及び運搬具 129,152 146,753

減価償却累計額 △119,817 △136,171

機械装置及び運搬具（純額） 9,335 10,582

工具、器具及び備品 254,886 288,311

減価償却累計額 △211,420 △231,532

減損損失累計額 △3,452 △3,693

工具、器具及び備品（純額） 40,014 53,085

土地 30,000 30,000

リース資産 408,295 427,803

減価償却累計額 △361,260 △375,665

減損損失累計額 △19,972 △19,972

リース資産（純額） 27,063 32,165

有形固定資産合計 437,009 524,385

無形固定資産 229,890 322,117

投資その他の資産

投資有価証券 92,276 95,650

繰延税金資産 258,365 240,251

差入保証金 376,096 343,058

その他 141,863 153,030

貸倒引当金 △8,902 △9,345

投資その他の資産合計 859,700 822,644

固定資産合計 1,526,600 1,669,146

資産合計 7,189,331 8,241,874
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当連結会計年度
(2026年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 629,724 272,993

短期借入金 1,650,000 2,950,000

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 858,518 357,378

未払金及び未払費用 510,499 543,611

前受金 268,005 261,885

リース債務 661 5,029

未払法人税等 12,765 60,895

賞与引当金 87,731 88,681

契約負債 23,121 36,917

その他 177,792 72,564

流動負債合計 4,238,819 4,669,958

固定負債

社債 30,000 10,000

長期借入金 768,165 1,217,893

リース債務 2,017 15,865

退職給付に係る負債 296,895 283,297

資産除去債務 9,209 9,233

その他 179,991 216,305

固定負債合計 1,286,277 1,752,595

負債合計 5,525,097 6,422,553

純資産の部

株主資本

資本金 812,522 813,173

資本剰余金 620,721 622,904

利益剰余金 131,703 220,179

自己株式 △25,909 △21,433

株主資本合計 1,539,038 1,634,823

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,243 9,461

為替換算調整勘定 74,724 128,613

退職給付に係る調整累計額 5,408 8,761

その他の包括利益累計額合計 87,375 146,836

新株予約権 37,820 37,661

純資産合計 1,664,234 1,819,321

負債純資産合計 7,189,331 8,241,874



フェスタリアホールディングス株式会社(2736) 2026年８月期 決算短信

8

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

当連結会計年度
(自 2025年９月１日
至 2026年８月31日)

売上高 9,403,118 10,315,902

売上原価 3,548,015 4,116,543

売上総利益 5,855,103 6,199,358

販売費及び一般管理費 5,565,650 5,959,587

営業利益 289,453 239,771

営業外収益

受取利息 4,945 6,139

為替差益 41,911 140,779

補助金収入 56,454 －

その他 1,260 1,227

営業外収益合計 104,571 148,146

営業外費用

支払利息 94,557 98,114

支払手数料 13,240 16,142

その他 1,409 3,365

営業外費用合計 109,207 117,622

経常利益 284,817 270,295

特別損失

固定資産除却損 612 －

減損損失 18,122 8,694

特別損失合計 18,734 8,694

税金等調整前当期純利益 266,082 261,601

法人税、住民税及び事業税 36,686 69,076

過年度法人税等 － 63,755

法人税等調整額 52,982 15,292

法人税等合計 89,669 148,124

当期純利益 176,413 113,477

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 176,413 113,477
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

当連結会計年度
(自 2025年９月１日
至 2026年８月31日)

当期純利益 176,413 113,477

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,207 2,217

為替換算調整勘定 △35,248 53,889

退職給付に係る調整額 2,813 3,353

その他の包括利益合計 △31,226 59,460

包括利益 145,186 172,938

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 145,186 172,938
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年９月１日 至 2025年８月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 811,922 619,581 △20,991 △30,384 1,380,127

当期変動額

新株の発行 600 600 1,200

剰余金の配当 △23,718 △23,718

親会社株主に帰属す

る当期純利益
176,413 176,413

自己株式の処分 539 4,475 5,015

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 600 1,139 152,695 4,475 158,910

当期末残高 812,522 620,721 131,703 △25,909 1,539,038

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 6,035 109,972 2,594 118,602 37,979 1,536,710

当期変動額

新株の発行 1,200

剰余金の配当 △23,718

親会社株主に帰属す

る当期純利益
176,413

自己株式の処分 5,015

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

1,207 △35,248 2,813 △31,226 △159 △31,386

当期変動額合計 1,207 △35,248 2,813 △31,226 △159 127,524

当期末残高 7,243 74,724 5,408 87,375 37,820 1,664,234
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当連結会計年度(自 2025年９月１日 至 2026年８月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 812,522 620,721 131,703 △25,909 1,539,038

当期変動額

新株の発行 650 650 1,300

剰余金の配当 △25,000 △25,000

親会社株主に帰属す

る当期純利益
113,477 113,477

自己株式の処分 1,532 4,475 6,007

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 650 2,182 88,476 4,475 95,785

当期末残高 813,173 622,904 220,179 △21,433 1,634,823

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 7,243 74,724 5,408 87,375 37,820 1,664,234

当期変動額

新株の発行 1,300

剰余金の配当 △25,000

親会社株主に帰属す

る当期純利益
113,477

自己株式の処分 6,007

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

2,217 53,889 3,353 59,460 △159 59,301

当期変動額合計 2,217 53,889 3,353 59,460 △159 155,087

当期末残高 9,461 128,613 8,761 146,836 37,661 1,819,321
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

当連結会計年度
(自 2025年９月１日
至 2026年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 266,082 261,601

減価償却費 181,722 216,993

減損損失 18,122 8,694

固定資産除却損 612 －

株式報酬費用 4,783 5,737

賞与引当金の増減額（△は減少） △72,411 558

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5,322 △13,597

為替差損益（△は益） 16,028 △48,078

受取利息及び受取配当金 △5,070 △6,344

支払利息 94,867 98,317

支払手数料 13,240 16,142

売上債権の増減額（△は増加） 75,103 5,921

棚卸資産の増減額（△は増加） 35,647 △407,243

仕入債務の増減額（△は減少） △68,930 △361,441

その他の資産の増減額（△は増加） 5,228 △126,765

その他の負債の増減額（△は減少） 37,876 △57,697

小計 597,581 △407,202

利息及び配当金の受取額 5,070 6,344

利息の支払額 △96,593 △92,581

支払手数料の支払額 △17,231 △14,077

法人税等の支払額 △88,836 △22,886

過年度法人税等の支払額 － △63,755

営業活動によるキャッシュ・フロー 399,989 △594,158

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △107,494 △191,679

無形固定資産の取得による支出 △141,527 △101,339

差入保証金の回収による収入 6,608 19,487

差入保証金の差入による支出 △31,630 △28,660

その他の収入 － 9,000

その他の支出 △17,452 △29,551

投資活動によるキャッシュ・フロー △291,495 △322,743



フェスタリアホールディングス株式会社(2736) 2026年８月期 決算短信

13

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

当連結会計年度
(自 2025年９月１日
至 2026年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 1,300,000

長期借入れによる収入 250,000 950,000

長期借入金の返済による支出 △236,562 △1,001,410

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

リース債務の返済による支出 △28,440 △2,041

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,104 1,197

配当金の支払額 △23,603 △24,857

財務活動によるキャッシュ・フロー △137,500 1,202,887

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20,466 45,767

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △49,473 331,752

現金及び現金同等物の期首残高 1,192,815 1,143,341

現金及び現金同等物の期末残高 1,143,341 1,475,094
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社グループの事業は、宝飾品の製造及び販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

当連結会計年度
(自 2025年９月１日
至 2026年８月31日)

１株当たり純資産額 455円 38銭 496円 89銭

１株当たり当期純利益 49円 48銭 31円 70銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

47円 08銭 30円 11銭

(注)１．2025年３月１日付で普通株式1株につき３株の株式分割を行っております。「１株当たり純資産額」及び「１

株当たり当期純利益金額」並びに「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」は、2025年8月期の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し算定しております。

２．算定上の基礎は下記のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

当連結会計年度
(自 2025年９月１日
至 2026年８月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 176,413 113,477

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千
円)

176,413 113,477

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,565 3,579

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

普通株式の増加数(千株) 181 189

(うち新株予約権(千株)) (181) (189)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

第11回新株予約権
普通株式 74,700株

第11回新株予約権
普通株式 74,700株

(注)2025年３月１日付で普通株式1株につき３株の株式分割を行っております。「期中平均株式数」及び

「普通株式増加数」は、2025年8月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し算定しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


